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研究成果の概要（和文）：日本語可能表現は様々な形式によって担われ、移り変わってきた。その中で、先行研
究で「自発形式由来」と一括される形式群は歴史記述の蓄積が十分でなく、自発と可能がどのように連続する
か、どのような過程で可能の意味を獲得するか、といった課題が十分解明されていなかった。本研究では、カナ
フ、ナル、デキルといった個別形式の歴史を記述した。

研究成果の概要（英文）：Japanese ability expressions has  played a variety of ways,  and has 
transported. 
In the previous studies, there are not enough historical descriptions about forms that "spontaneous 
form's origin".The problems how the spontaneous and possiblity are contiguous, and how they acquire 
the meaning of possibilities have not elucided enough.I describe the history of the specific forms 
such as kanafu, naru and dekiru in my study.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本語可能表現は、諸言語の可能表現の歴史と比して、自発形式を出発点とすることが多い点に特徴が認められ
ることが指摘されている。しかし、自発とはどのようなものか、それが可能とどのように連続するか、といった
点は十分検討されていなかった。本研究の成果により、自発と可能の連続性がいくらか具体的になり、一般言語
学においても自発概念の理解が進むことになったと考えられる。この点に、本研究の学術的意義が認められると
考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 日本語可能表現は、それを担う言語形式のバリエーションが歴史的に見て豊富であり、各時代
毎の使用実態の記述は多くの研究によって既に大部分が明らかにされている。さらに、どのよう
な意味を出自とするかという観点から渋谷（2005）によって整理され、完遂形式由来・自発形式
由来、という類型も示された。加えて、自発形式由来の可能形式が多い点が諸言語と照らして特
徴的であるという指摘もある。このように可能表現の歴史は相当に明らかになっている。 
 しかし、自発形式から可能の意味を獲得していくプロセスについては、いまだ十分把握されて
いるとはいいがたい。その理由はいくつかある。一つは「自発」というものの内実がよくわかっ
ていない点にある。もう一つは、自発形式由来とされるカナフ・ナル・デキルの可能形式化の過
程が十分明らかにされていない点にある。 
 以上の問題を受け、本研究では個別形式の歴史記述に着手し、そのうえで「自発」がどのよう
に「可能」と連続するか、という点にまで踏み込んだ考察を行うことを目的とした。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は上記に述べたように、自発形式由来とされる個別形式の歴史的解明である。古
い時代の順にカナフ→ナル→デキルという変化があったことは先行研究によってすでに明らか
であるが、カナフ・ナル・デキルがそれぞれどのように可能の意味を獲得したか、という点は不
明である。これらの動詞は文献で遡ることが可能な最古の時代である上代に可能用法ではない
使用例が確認され、可能用法の獲得は各形式に生じた歴史的変化であると把握される。そこで、
具体的にどのような過程を経て可能用法を獲得し、そのことが他形式にどう影響したかを記述
することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 それぞれ、どのような用例があれば可能用法の確実な例と言えるかを定義し、そのうえで各形
式の本義を用例から推定した。そうした手続きを経たうえで、両者の意味をつなぐような用例に
注目しながら可能用法確立の過程を探ることとした。 
 これと同時に、ある形式の可能表現化が生じた結果、体系内の他の形式にどう影響を与えたか
を記述することとした。これは、文法形式は孤立して存在するわけではなく、体系内での張り合
い関係を持ちながら歴史的変化をしているはずで、そうであれば個別形式に生じた変化は体系
的変化に密接に関わると考えられるためである。 
 さらに、可能表現はその他の文法的意味と関係しあう関係にあると考えられる。具体的には、
当為表現と関わる。現代語のシナケレバナラナイのナラナイは、中世室町期に可能形式化したナ
ルが当為表現として確立し、可能表現として使用されなくなったあとでも当為表現として用い
られ続けている形式である。これに基づけば、可能表現としてのナルの衰退と、当為表現として
ナルの趨勢が何らかの形で影響し（合っ）ているという推測が成り立つ。それでは、両者は具体
的にどういう歴史を歩んだのか、こうした点が派生的に問われることになるし、その点への目配
りを行うことで初めて可能表現の歴史が十分に把握できることと考えられる。 
上記に示した意図で、以上の方法を採ることとした。 
 
 
 
４．研究成果 
 上記の方法を用いて、特にカナフとデキルの歴史の記述をすることに成功した。 
 カナフは上代資料および中古初期訓点資料の用例から、〈二者の合致〉を本義としていたこと
がわかった。ところが中古ではニ格に「心」「思ふ」が来やすい、ニ格が存在せず「思ふ」を用
いた名詞句が主語に立つ、といった変化が生じ、中古のカナフの多くは望ましい事態の（期待と
の）合致・実現と記述できる。こうした制約、すなわち「思ふ」あるいは「心」と共起すること
を条件に、動作性名詞と共起することができるようになり、可能用法を獲得した。中世前期に至
るとこの制限は解除され、スルコト（ガ）カナハズ、ムトスレドモカナハズといった構文パタン
も出現し、可能用法が完全な確立を見たことを示した。 
 デキルは上代のイデクに遡るが、中世前期までは人間の動作とは無関係な事態の出現を表し
ていた。これが中世後期に至ると人間の動作を前提としないと起こりえないような事態の出現
（用例：酒ができた）が出現し、デキルの表す事態に人間の動作の関与が認められるようになる。
近世に入ると、上記のような「名詞ガデキル」の構文パタンの中に「工面ができる」といった用
例が認められるようになり、特に作成動作名詞を中心に「行為の実現」を表すようになる。近世
後期には作成動作名詞に限られるという制限はなくなり、さらにスルコトガデキルの構文の用
例も豊富に出現し、近代には助詞を介さずに結びつく「漢語動作名詞デキル」も出現し、様々な



構文パタンで可能の意味を表現する形式となった。一方ではナルの衰退に拍車をかけ、さらに近
世後期にはナルは当為表現（ネバナラヌ／テハナラヌ）で使用されたこともあり、純粋な可能の
意味で使用しにくくなり、「スルコトハナラヌ」で禁止を表す例に偏っていくことになる。以上
の歴史を示すことに成功した。 
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